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第 1章 大野地区まちづくりの基本的な考え方 

 

 大野地区は，大野小学校・大野公民館を中心として，大野地区地域福祉活動計画実

行委員会（以下，「実行委員会」という。）や大野公民館運営協力員が「まちづくり」

を展開してきました。 

 大野地区まちづくり協議会は，実行委員会に大野公民館運営協力員や様々な分野の

方々が加わることで，実行委員会を発展・拡大させ組織した協議会です。 

そのため，これまでの大野地区における様々な活動を継続しながら，大野地区まち

づくり協議会が，人と人を“つなぐ”ことで，発展的に「まちづくり」を進めること

を基本的な考えとします。 

また，大野地区すべての住民が，これまでの「まちづくり」，これからの「まちづく

り」に誇りを持ち続けるとともに，市内外に発信していきます。 

 大野地区まちづくり協議会の将来ビジョンをはじめ，重点項目，取組事項を大野地

区まちづくり指針として，ここに示します。 
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第 2章 大野地区の概要 

１．大野地区の概要 

（１）大野地区の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）大野地区の歴史 

昭和３０年３月に守谷町が誕生するまでは，大野村として単独で村政を敷いており，

合併前の昭和２９年７月時点の大野村の人口は，２，５００人弱でした。 

昭和３３年９月に，現在の大野公民館である大野小学校講堂兼公民館が完成してい

ます。昭和３５年４月に役場大野支所が廃止となり，守谷町役場へ事務が統合されま

す。この頃の守谷町の人口は，１１，４４９人（第９回国勢調査）です。 

昭和５３年３月に大野小学校の新校舎が完成し，平成２年１０月には創立１００周

年を迎えています。 

また，平成５年には，アサヒビール茨城工場を中心とする「もりや工業団地」が竣

工を迎えました。 

「もりや工業団地」の竣工は，大野地区を大きく変えるものではありましたが，昔

ながらの田園風景は，今も残り緑豊かな自然に囲まれた地区です。 

 

 

大野地区 
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２．大野地区の人口推移・構成 

（１）人口推移（各年 4月 1日現在/常住人口） 

 大野地区の人口は，合併前の昭和２９年の人口と比較すると５００人弱の増加が

あったものの，守谷市全体の爆発的な人口増加とは異なり緩やかなものです。 

 しかしながら，平成２７年をピークに緩やかに減少に転じています。 

年次 平成元年 平成１０年 平成２０年 平成２７年 平成３０年 

人口 ２,７０６人 ２,８９４人 ２,８９１人 ３,０４３人 ２,９３８人 

 

 

 

（２）人口構成                      （平成 30年 11月現在） 

区 分 市全体 大野地区全体 野木崎 大柏 

年少人口割合 

（０～１４歳） 
１５．５１％ １３．７５％ １２．９４％ １４．５０％ 

生産年齢人口割合 

（１５～６４歳) 
６２．５４％ ５７．１９％ ５５．５７％ ５８．７０％ 

老年人口割合 

（６５歳～） 
２１．９６％ ２９．０６％ ３１．４９％ ２６．８０％ 

※ 老年人口割合については，野木崎において３０％を超えており，非常に高い状況

です。 
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第 3章 大野地区の将来ビジョン 

 

 大野地区まちづくり協議会は，基本理念を掲げ，それを実現するために目標を持ち，

将来ビジョンとします。 

１．基本理念 

大野の自然と地域の絆を次世代へ「つなぐ」まち 

 

 大野地区まちづくり協議会は，実行委員会を発展・拡大させ組織しているため，実

行委員会が掲げてきた基本理念を継承します。 

 

２．目  標 

 大野地区まちづくり協議会は，目指すべき理想の地域を目標として３つ掲げます。 

基本理念を持ち，理想の地域を目標として掲げ，大野地区全体で共有し取り組むこ

とで，人と人がつながり，将来ビジョンを実現します。 

 目標１ 助け合う・支え合う地域の絆づくりを目指します。 

 

 目標２ 安全・安心に暮らせる地域を目指します。 

 

 目標３ 「ひと」が育ち“つながる”地域を目指します。 
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第 4章 大野地区における「まちづくり」の重点項目と取組事項 

１．「まちづくり」の重点項目と取組事項 

 将来ビジョンを実現するために，大野地区における「まちづくり」に特に重要であ

る項目を重点項目として，各目標に掲げます。 

 

 目標１ 助け合う・支え合う地域の絆づくりを目指します。 

 

重点項目１ 地域で助け合う・支え合う仕組の構築 

 少子高齢化社会における様々な課題を解決するために，誰もが，助け合い，支え合

う仕組を構築し，活動します。 

 

重点項目２ 多世代が集う場の創出 

 子どもから高齢者まで多世代が交流し，絆づくりを進めるために，多世代が集う場

を創出します。 

重点項目３ 健康づくり・生きがいづくりの推進 

 健康寿命1を延ばし，元気で楽しく生活を送るために，健康づくり・生きがいづくり

を推進します。 

 取組事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

➊ 助け合う・支え合う仕組づくり ➋ 地域福祉まつりの開催 

➌ 地区敬老行事の開催      ➍ 交流事業の実施 

➎ サロン事業の実施              

 

 担当チーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◩ 地域福祉チーム 

 

 

 

                             
1 健康寿命とは，健康上の問題がない状態で日常生活を送れる期間 
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 目標２ 安全・安心に暮らせる地域を目指します。 

 

重点項目１ 防災活動の推進 

 災害を未然に防ぐ活動や災害が起きた際の活動を大野地区全体で取り組むために，

自主防災組織の設立や防災訓練を実施することで，防災活動を推進します。 

重点項目２ 防犯活動の推進 

 犯罪を未然に防ぐため，防犯パトロールを実施するとともに，子どもの見守りにも

注力し，防犯活動を推進します。 

重点項目３ 交通安全の確保 

 ソフト面では，子どもたちの登下校の交通安全を確保するとともに，子どもから高

齢者を対象とし，交通安全教室を開催します。ハード面では，通学路・生活路といっ

た道路網の安全確保を検討し，市や県へ要望活動を行うことで交通安全を確保します。 

 取組事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

➊ 自主防災組織の設立          ➋ 防災訓練の実施 

➌ 消防団との連携事業の実施       ➍ 防犯パトロールの実施 

➎ 交通安全教室の開催          ➏ 子どもの見守り 

➐ 通学路・生活路における安全確保の検討 

 

 担当チーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◩ 交通・防災・防犯チーム 
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 目標３ 「ひと」が育ち“つながる”地域を目指します。 

 

重点項目１ 多世代が活躍する場の創出 

 大野地区に住む住民が自ら教える・教わる場のような活躍する場を創出することで，

「人」が育ち“つながる”ことを進めます。 

重点項目２ 青少年育成の推進 

 子どもから青年まで，大野地区の「まちづくり」を理解し，参画してもらうことで

青少年育成を推進します。 

重点項目３ 人材育成の推進 

 「まちづくり」は，単年度で終わるものではなく，将来に向かって永続的に

続くものであるため，次世代を担う人材育成を推進します。 

重点項目４ 自然環境の保全・継承 

 大野地区には，昔ながらの田園風景が広がり，多くの緑に囲まれた自然環境

豊かな地区です。この自然環境を保全し，次世代へ継承するための活動を推進

します。 

 取組事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

➊ 大野ふれあいまつりの開催        ➋ 教える・教わる場づくり 

➌ 各団体等の活動支援・連絡調整      ➍ 情報発信 

➎ 活動拠点のあり方の検討       ➏ 自然環境の整備・保全 

➐ 自然を生かした健康・生きがいづくり ➑ 自然環境に触れる機会の創出 

 

 担当チーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◩ まちづくりチーム 
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２．大野地区まちづくり協議会の活動体系 

 大野地区まちづくり協議会は，３つのチームを置き，目標を実現するための重点項

目を各チームが実践します。 
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第５章 大野地区まちづくり協議会の組織体制 

 

 大野地区まちづくり協議会は，取組ごとに３チームで構成します。 

これまでの実行委員会の活動は，地域福祉チームが，継続することになります。な

お，地域福祉チームは，実行委員会の活動と同様に上坪・中坪・向崎・新山・大柏・

下ケ戸で活動を展開します。 

 また，大野公民館運営協力員の事業として開催していた大野ふれあいまつりについ

ても，大野地区まちづくり協議会が大野地区一丸となり開催することになります。 

 さらに，「まちづくり」については，自治会・町内会と一緒に進める必要があるた

め，各活動については，自治会・町内会と連携して取り組みます。 
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